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1．事業概要 

†す浄化センターでは、⬺水ởἾをཎ料として⇞料化物を製造すること

で、下水ởἾの資源化をᅗるとඹに、 ᐊ効果䜺スの๐ῶにより地⌫ ᬮ化

㜵Ṇに㈉⊩しています。 

ᮏ事業は、኱津市බඹ下水㐨で発⏕するởἾをඹྠ処理する䛂⍇⍈†ὶ

域下水ởἾ処理事業䛃として行䜟れています。 
事 業 箇 所   ： 滋賀県኱津市ⱑ㮵୕୎目䠍䠉䠍 

事 業 期 間  ： ＜設計及び施工＞  

平成 25 年 3 ᭶ 25 日から平成 28 年 3 ᭶ 22 日まで  

＜維持管理運転＞  

平成 28 年 1 ᭶ 1 日から令和 18 年 3 ᭶ 31 日まで 

発 注 方 式  : 設計・施工・維持管理一括契約（DBO）方式 

බ ⛠ 能 力  ： 80 ｔ/日 

⇞料化物製造量 ： 1,596t/年(R3 年度) 

 

2．シス䝔䝮フロー（ὶືᗋ式Ⅳ化シス䝔䝮）  

 

 

3．CO2᤼ฟ量の๐ῶ 

 ᚑ᮶ởἾ処理方式で䛒る䛂↝༷䠇⁐⼥設ഛ䛃と䛂ᮏ施設䛃での CO2᤼ฟ量を下⾲に♧します。 

㡯 ┠ 
↝༷㸩⁐⼥タഛ ᮏ᪋タ ๐ῶ㔞(A-B) 

t-CO2/年  A t-CO2/年  B t-CO2/年 

㒔ᕷ3,359 374 3,733 ࢫ࢞ 

㟁 ຊ 1,587 729 858 

N2O ⏤᮶ 4,596 275 4,321 

ྜ計 9,916 1,378 8,538 

また、ᮏ施設にて製造する⇞料化物を約䠔ｔ/日、▼Ⅳ௦᭰⇞料として利用することで、利用施

設ഃの▼Ⅳ使用量の๐ῶにより、CO2᤼ฟ量を 3,113 t- CO2/年 ๐ῶすることがྍ能です。 

(平成 24 年᫬Ⅼの試⟬) 

性≧（発⇕量） 

 12䡚13 MJ/kg-wet 

セ䝯ント工場 
㟁Ẽ⅔製㗰所など 

Ⅹ．下水道資源の有効利用

1．事業概要

2．システムフロー（流動床式炭化システム）

3．CO₂排出量の削減
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1．事業概要 

高島浄化センターでは、場内にコンポスト化施設を設けて肥料を製造し、地域で利用していた

だく地産地消による資源循環の構築を目指しています。 

事 業 箇 所   ： 高島市今津町今津および新旭町饗庭地先 

事 業 期 間  ： ＜設計及び施工＞  

令和 3 年度から令和 5 年度（予定）まで 

＜維持管理運転＞  

令和 5 年度（予定）から令和 24 年度まで 

発 注 方 式  : 設計・施工・維持管理一括契約（DBO）方式 

処 理 能 力  ： 11.7 ｔ/日 

肥 料 製 造 量 ： 約 500ｔ/年 （想定・維持管理期間平均） 

 

2．処理フロー（堆積型エアレーション方式） 

 
 

3．普及啓発 

コンポスト化は、滋賀県の下水処理場において初めての導入になるため、安心して使っていた

だけるよう、肥料の効果や安全性の確認のために、試験コンポストの製造をはじめ、栽培試験な

ど様々な取り組みを行っています。栽培試験では、化学肥料などの肥料と比較を行い、試験コン

ポストにおいて作物の成長や収穫物に異常はなく、肥料として使用できることを確認しました。試

験コンポストにおいて、肥料品確法に定める基準をクリアしており、安全性が確認されています。 
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1．事業概要

2．処理フロー（堆積型エアレーション方式）

3．普及啓発
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